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三浦半島沿岸域から採集されたカンザシウミウシ
（軟体動物門 , 腹足綱 , 異鰓上目）

倉持 卓司・倉持 敦子

Takashi Kuramochi & Atsuko Kuramochi: The First Record of 
Limacia ornata (Baba, 1937) (Mollusca; Gastropoda; Heterobranchia) 

from the Coastal Zone of the Miura Peninsula, Central Japan 

 

は じ め に
　カンザシウミウシ Limacia ornata (Baba, 1937)
は，体表に球状突起をもつ特異な形態をしたフジタウミ
ウシ科の1種である。筆者らは，これまでに記録のなかっ
た相模湾の三浦半島沿岸域から本種を採集したので，新
たな分布記録として報告すると共に，Baba（1937）の
記載に記述のなかった本種の歯舌形態および骨針の特徴
について記載する。

検 討 資 料
Family Polyceridae Alder & Hancock, 1845　カン
ザシウミウシ科
Genus Limacia Müller, 1781　カンザシウミウシ属
Limacia ornata (Baba, 1937)　カンザシウミウシ

標本番号 : HSM-MGH-42（HSM-MGH葉山しおさ
い博物館所蔵軟体動物異鰓上目標本番号）

 1個体　体長 2.5 mm（99 %エタノール固定標本）　
産地　神奈川県三浦郡葉山町一色小磯（35° 15’ 36’’N, 
139° 34’ 32’’ E）（潮間帯）採集年月日　2012年 5
月 8日　採集者　倉持卓司

標本番号 : HSM-MGH-43
 1個体　体長 6.2 mm（99 %エタノール固定標本）
産地　神奈川県三浦市初声町矢作海岸（35° 11’ 8’’ N, 
139° 37’ 2’’ E）（潮間帯）　採集年月日　2016年 5
月 23日　採集者　倉持敦子

記 　 載
　体は楕円形で固い。体色は半透明白色で，背面全体に
橙色の細かい斑点を散らす。体の周縁には球状突起が並
ぶ。突起の柄部は短い。頭部前縁の球状突起は 5つで，
中央の 1つは小さく，両端の 2つは，ほぼ等しい大きさ
になる。体側面から後端側面にかけては，大きさの異な
る 10個の球状突起に覆われる。背面には体側部よりも
小さな球状突起がほぼ規則的に並ぶ。球状突起の先端部
は濃橙色になる。
　触角は太く，先端が濃い橙色に染まる。触角鞘を欠く。
鰓は 3葉で後方に向かって開く。触角の先端部は分岐し
ない。口触手は 1対で体地色と同じ半透明白色。腹面は
半透明白色。尾部は短い（図 2, a）。
　体表は骨針に富む。骨針の形状は2型に分けられる。大型
（0.03–0.04 mm）の骨針は，中央部が弱く曲がった「ヘの字」
型で，表面は平滑（図2, d）。小型（0.01–0.015   mm）の骨
針は，中央部付近に鋭い突起があり十字型になる（図2, c）。
　歯舌は幅 0.03 mm。側歯は 10–13本あり鱗状。内
側歯は 2本で，先端は鉤状になる。中歯を欠く。歯式は
77× 10-11.1.1.0.1.1.10-13（図 2, b）。

分 　 布
　これまでにカンザシウミウシの採集標本にもとづく
三浦半島沿岸域からの報告例はみられなかった（馬場 , 
1949; 馬場 , 1955; 萩原 , 2006.など）。また，カンザ
シウミウシは，千葉県鴨川市磯村沖生島，館山湾，静岡
県伊東市富戸，沼津市大瀬崎，東京都小笠原父島，和歌
山県西牟婁郡白浜町瀬戸，沖縄県阿嘉島から記録され
ている（Baba, 1937; 濱谷 , 2000; 小野 , 2004; 中野 , 

図 1.  資料採集地点　採集地 （●）．
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2004, 立川 , 2007; 佐々木 ,ほか 2015）。本報告は，本
種の分布の北限記録となる。

比 　 較
　カンザシウミウシ属は，これまでに大西洋沿岸域から
Limacia clavigera (Müller, 1776)，L. lucida (Stimpson, 
1854)，L. annulata Vallès, Valdés & Ortea, 2000 ，L. 
iberica Caballer, Almón & J. Pérez, 2016 の 4 種， 太
平洋沿岸域から L. cockerelli (MacFarland, 1905)，L. 
janssi (Bertsch & Ferreira, 1974)，カンザシウミウシの
3種が記録されている（Caballer et al., 2016）。
　コスタリカをタイプ産地として記載された L. janssi 
(Bertsch & Ferreira, 1974)は，カンザシウミウシ
に類似した外部形態をもつが，濃い橙色の体色に，先
端部が赤色をした半透明の球状突起をもつことで区別
される（Bertsch & Ferreira, 1974）。また，カリ
フォルニア州モントレー湾をタイプ産地として記載さ
れた L. cockerelli (MacFarland, 1905)は，体色は白
く，周縁部と背面に，先端部が橙色の柄の長い棒状突
起を密生させ， 5葉の鰓をもつことで他種と区別される
（MacFarland, 1905）。
　Baba（1937）は，1925年 3月に千葉県館山市で採
集した 1個体の標本と，1937年 4月に和歌山県西牟
婁郡白浜町瀬戸で採集した 2個体の標本をもとに本種
を Euphurus ornatus Baba, 1937の学名で新種とし
て記載している。Baba（1937）の記載には，本種は
触角鞘をもつと記述されているが，筆者らが採集した標
本に触角鞘は確認されなかった。また，Baba（1937）
には体表の骨針や歯舌についての記述はみられない。

Coleman （2001）により，L. ornataとして図示され
たオーストラリアの個体は，日本周辺海域から報告され
ているカンザシウミウシに比べ，体部が細長く，触角が
濃い赤色で，球状突起の先端部がいずれも赤色の個体で
ある。また，Caballer et al., （2016）は，オーストラ
リア沿岸域から採集されたカンザシウミウシとされる標
本の歯舌の歯式を 8-9.1.1.0.1.1.8-9と報告しているが，
この歯式は，筆者らが相模湾から採集した個体に比べ側
歯の数が少ないことで異なる。これらの外部形態および
歯式の違いから，オーストラリア沿岸域より記録されて
いる種は，日本周辺海域から記録されているカンザシウ
ミウシとは異なる種である可能性が示唆される。
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図 2.  カンザシウミウシ Limacia ornata (Baba, 1937)．a. 生体（体長 
 6.2 mm）神奈川県三浦市初声町矢作海岸（潮間帯）2016年 5月 23
日撮影　倉持卓司．b, 歯舌．c, d, 骨針（スケールバー : 0.01 mm）．


